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 (1) 産学官連携によるサイバーセキュリティ対策　

サイバー空間の安全を確保するためには、産業界・学術機関・官公庁と連携した取組が重

 要です。

北海道警察では、「北海道地域情報セキュリティ連絡会」（Hokkaido Area Information

Security Liaison、通称：HAISL）の運営等を通じて各業界と情報共有を行うとともに、連絡
ハイスル

 会やセキュリティセミナー等を開催してサイバーセキュリティ意識の向上を図っています。

また、HAISLでは、次代を担うサイバーセキュリティ人材の育成のため、学生がサイバー空

間の正しい利用方法やセキュリティ対策について学ぶ場である「Security College for Youth」

 （通称：S C 4 Y）を立ち上げ、勉強会やセキュリティ競技会を開催しています。
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 (2) 事業者等に対するサイバーセキュリティ対策　

道内の経済を担って活躍している事業者・団体が、サイバー犯罪の被害やサイバー攻撃に

遭った場合、その被害は当該事業者等にとどまらず、一気に拡散し、道民生活全体に悪影響

 を及ぼす事態となることも考えられます。

北海道警察では、道内で大多数を占める中小事業者のサイバーセキュリティ対策の向上を

、 「 」図るため 商工団体等で構成する 北海道中小企業サイバーセキュリティ支援ネットワーク

（通称：Cyber-道net）を設立・運営し、サイバー犯罪の最新情勢やセキュリティ面のぜい弱

 性等に関する情報をタイムリーに発信しています。

また、セキュリティセミナー等の開

催、出前講話の実施など、事業者等の

サイバーセキュリティ対策の向上に向

 けた各種取組を推進しています。

 

 

 

 

               

   【Cyber-道netサイバーセキュリティ演習】      　　　 【事業者向け広報資料】












